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	世界でがん治療の最先端を行く

メモリアル・スローン・ケタリングがんセンターが行う

慢性リンパ性白血病の遺伝子治療にレトロネクチン®を供給


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、メモリアル・スローン・ケタリングがんセンター（Memorial Sloan-Kettering Cancer Center; MSKCC、ニューヨーク市）のレイナー・ブレントジェンス（Renier Brentjens）博士らが実施する慢性リンパ性白血病の遺伝子治療の第I相臨床試験に当社が開発したレトロネクチン®をライセンス供給します。

慢性リンパ性白血病は主に成人の中年以降で発症し、末梢血、骨髄、リンパ節の中に成熟したリンパ球が異常に増加した状態となる白血病です。年間発症率は10万人に1～3人、米国では毎年約7,000人が発症していると言われています。現行治療法は主に抗がん剤を用いた化学療法ですが、慢性リンパ性白血病の原因はまだ明確にはされておらず、完全に治すことは難しいのが実情で、新たな治療法の開発が求められています。

ブレントジェンス博士らのグループが行う本臨床試験では、まず、患者から取り出したT細胞に、がん化したリンパ球（B細胞）に発現しているCD19という抗原を認識するキメラ抗原受容体（Chimeric Antigen Receptor; CAR）遺伝子をレトロウイルスベクターにより、当社の開発したレトロネクチン®を用いて高効率に導入します。この遺伝子を導入したリンパ球を培養して大量に増やした後に、がん患者の体内に戻すと、これらの遺伝子導入した細胞が、がん化したB細胞の表面に発現しているCD19を認識して、がん化B細胞を攻撃して消滅させます。本臨床試験は、現行の抗がん剤療法が有効でなかった慢性リンパ性白血病の患者約30名を対象とし、2～3年をかけて行われる予定です。

当社のレトロネクチン®を用いて行われる遺伝子治療の臨床試験は、世界で日、米、英、仏、伊、独、蘭の7カ国にわたり、40施設目となります。今回の臨床試験の実施により、当社のレトロネクチン法が遺伝子治療のスタンダードとして世界的によりいっそう認知され、さらに広がっていくものと期待しています。

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、９月６日に京都経済記者クラブに配布しています。
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＜参考資料＞
【Memorial Sloan-Kettering Cancer Center(MSKCC)の概要】
MSKCCは、世界でも最も古く、最大規模のがんセンターの一つであり、１世紀以上もの期間、患者の治療及び新しくよりよいがん治療に貢献するための革新的な研究を行っています。

1884年にNew York Cancer Hospitalとして設立された後、ロックフェラー2世により寄贈を受け、さらにGM(General Motors)の重役であったスローンとケタリングらによって研究施設が創成された由緒あるがんセンターです。現在、MSKCCの従業員数は8,000以上です。

【語句説明】

レトロネクチン®
レトロネクチン®は、ヒトフィブロネクチンと呼ばれる分子を改良した組換えタンパク質です。当社はレトロネクチンに関する日本を含む世界各国における物質特許を保有しています。標的細胞とレトロウイルスの両者に対して特異的相互作用を持つことにより、レトロネクチン®上で、レトロウイルスと標的細胞が密接に接触し、遺伝子導入効率が上がると考えられています。このレトロネクチン法によって、従来技術では困難であった、造血幹細胞等の血球系細胞へのレトロウイルスベクターによる高効率遺伝子導入が可能となりました。

T細胞

　リンパ球の一種であり、抗体産生の調節と標的細胞の障害の役割を担う重要な細胞で、免疫系の司令塔的な役割を担っており、末梢リンパ組織の胸腺依存領域に主に分布します。

Ｂ細胞

　リンパ球の一種であり、感染症などを防ぐ生体防御機能の重要な役割を担っている抗体を産生する細胞です。

CD19

　B細胞の表面に存在する糖蛋白で、B細胞の活性化や増殖に関与しています。また、慢性リンパ性白血病や急性リンパ性白血病などの多くのB細胞リンパ腫のB細胞表面にも発現しています。
キメラ抗原受容体（Chimeric Antigen Receptor; CAR）

あるがん抗原を特異的に認識するモノクローナル抗体由来の単鎖抗体（ScFV）と、T細胞受容体の細胞質シグナル伝達ドメインであるCD3ζ鎖を遺伝子工学的に結合させて作製された、改変されたがん抗原特異的な受容体です。通常のT細胞受容体と異なり、CARはヒト白血球抗原（HLA）の型に制限されることなくがん抗原を認識することができます。したがって、CARを表面に発現したT細胞を患者に戻す手法は、HLAの型に関係なく全ての患者に用いることができます。
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